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研究成果の概要（和文）： 
北アメリカ北西部の諸言語では品詞分類がしばしば問題となってきた。品詞のなかでも普遍性

が高いとされる名詞と動詞の区別の有無さえも議論の対象となってきた。本研究では、カナダ、

ブリティッシュ・コロンビア州で話される海岸ツィムシアン語とスライアモン・セイリッシュ

語を主な対象として品詞分類の問題を検討し、これらの言語における名詞と動詞の区別がいく

つかの基準をたてることで可能となることを明らかにするとともに、形容詞等の品詞分類につ

いても検討をおこなった。 
 
 
研究成果の概要（英文）： 
Identifying word classes has been a subject of controversy in the languages of the Pacific 
Northwest. This study examines the distinctions between word classes, especially between 
noun and verb in two languages of the Pacific Northwest, namely, Coast Tsimshian and 
Sliammon Salish.  
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１．研究開始当初の背景 
 
 北アメリカ北西部で話される先住民諸語
であるセイリッシュ語族、ワカシュ語族、チ
マクム語族の諸言語は、以前より名詞と動詞

の区別を欠くと言われ、その品詞分類が議論
の対象となってきた。これらの諸言語のすぐ
北で話される海岸ツィムシアン語において
も、名詞と動詞の区別は必ずしも容易ではな
く、その品詞分類は文法記述における大きな
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問題であった。 
 
 
 
 
 
２．研究の目的 
 
本研究は、しばしば「名詞と動詞の区別がな
い」と言われてきた北アメリカ北西海岸先住
民語の視点からスタートして、品詞に関する
諸問題に対するより広い理解を得ることを
目的とする。どのような基準にもとづいてど
のような品詞が区別されるのか、また品詞分
類は言語の類型的特徴とどのように関係す
るのか、北アメリカ北西海岸以外の言語も視
野に入れ、通言語的に考察する。 
 
(1) 名詞と動詞の区別 
 海岸ツィムシアン語、スライアモン・セイ
リッシュ語をはじめとする北アメリカ北西
部の諸言語は、名詞と動詞の区別の困難さで
知られ、ときに名詞と動詞の区別を欠くとも
言われてきた。これらの言語において、名詞
（的なもの）と動詞（的なもの）はどのよう
な共通性をもつのか、両者を区別することは
可能なのか、可能であるとしたらどのような
基準に基づいて区別することができるか、検
討する。 
 
(2) 自動詞と他動詞 
 名詞と動詞の区別が曖昧な一方で、自動詞
と他動詞はさまざまな点において異なるふ
るまいを見せる。名詞と自動詞はどのような
点で共通なのか、他動詞を自動詞化する（つ
まり項を減らす）、あるいは自動詞を他動詞
化する（つまり項を増やす）操作にはどのよ
うなものがあるのか、検討する。 
 
(3) 名詞と動詞以外の品詞分類 
 海岸ツィムシアン語とスライアモン・セイ
リッシュ語の品詞分類にかんする研究は、こ
れまで主に名詞と動詞の区別という視点か
らおこなわれてきた。本研究では、その対象
を名詞と動詞以外の品詞にも広げ、とくに形
容詞の問題をとりあげる。名詞とも動詞とも
別のカテゴリーとして形容詞が区別される
言語がある一方で、海岸ツィムシアン語やス
ライアモン・セイリッシュ語では形容詞が動
詞（自動詞）の下位範疇ととらえられること
が一般的であった。これらの言語において形
容詞はどのような特徴をもつのか、形容詞と
いう品詞をたてる必要があるのか、検討する。 
 さらに、名詞・動詞・形容詞以外にどのよ
うな品詞をたてるべきか、それらはどのよう
な基準によって区別されるのか、考察する。 
 

(4) 言語タイプと品詞分類 
 海岸ツィムシアン語とスライアモン・セイ
リッシュ語はいずれもいわゆる複統合的と
呼ばれる言語であり、一語に対し多くの形態
的操作がおこなえ、それを通して多くの概念
を盛り込むことができる。そのようなタイプ
の言語に共通する品詞分類の問題について
考察するとともに、タイプの異なる言語との
比較対照によって、言語タイプと品詞分類の
相関関係についてもさぐっていく。 
 
 
 
 
 
３．研究の方法 
 
 本研究では、現地調査および文献から得ら
れた情報をもとに、品詞の問題を考察した。
研究代表者・研究分担者はともに、各年度１
ヶ月程度の現地調査をおこない、品詞分類に
かんする資料を収集した。現地調査は、カナ
ダ、ブリティッシュ・コロンビア州プリン
ス・ルパート（研究代表者）およびパウエル・
リバーまたはキャンベル・リバー（研究分担
者）において、海岸ツィムシアン語およびス
ライアモン・セイリッシュ語の母語話者の協
力を得ておこなわれた。 
 現地調査においては、どのような要素がど
のような要素と共起し、どのような機能を果
たすのか、どのような要素が品詞の区別に有
用であるか、検討をおこなった。 
 日本国内においては代表者と分担者は成
果を報告し合い討議するとともに､他の研究
者とも適宜､研究討議をおこなった。 
 
 
 
 
 
４．研究成果 
 
(1) 名詞と動詞の区別 
 海岸ツィムシアン語とスライアモン・セイ
リッシュ語では、名詞的な語と動詞的な語が
ともに述部として用いられる一方で、ともに
項として用いることが可能である。また、複
数表示、人称表示、時制やアスペクトなど、
両者に共通に用いられる形態法が多く、これ
らが名詞と動詞の区別を難しいものにして
いた。海岸ツィムシアン語とスライアモン・
セイリッシュ語はともに統合度の高い言語
であり、語形成においてはさまざまなタイプ
の重複や接辞（接頭辞・接中辞・接尾辞）が
用いられる。形態法が豊かな言語ではしばし
ばこうした要素が品詞分類の重要な手がか
りとなるが、海岸ツィムシアン語とスライア



 

 

モン・セイリッシュ語ではそれが必ずしも容
易ではない。 
 しかしながら、海岸ツィムシアン語とスラ
イアモン・セイリッシュ語についても、重複
を初めとするアスペクトマーカーとの共起、
所有マーカーとの共起、項の増減にかかわる
接辞との共起などをもとに、両者を区別する
ことができることが確認された。 
 
(2) 自動詞と他動詞 
 海岸ツィムシアン語にもスライアモン・セ
イリッシュ語にも項の増減にかかわる接辞
が複数みられる。自動詞を他動詞化する接辞、
他動詞を自動詞化する接辞にはどのような
ものがあるのか、記述をおこなった。その他､
自動詞・他動詞を名詞節化する手段について
も考察をおこなったが､これについては今後
さらなる調査研究が必要である。 
 
(3) 名詞・動詞以外の品詞 
 名詞・動詞以外では、とくに形容詞に焦点
をあてた。海岸ツィムシアン語とスライアモ
ン・セイリッシュ語ではしばしば形容詞とい
う品詞をたてず、形容詞的な概念を表す語は
動詞に分類されてきた。本研究では、形容詞
的な語がどのような意味範疇をカバーし、ど
のような形態統語的特徴を有するのか、あら
ためて検討をおこなった。そして、意味的に
比較的限られた小さなクラスをなすものであ
るが、項の増減にかかわる接辞との共起や名
詞を修飾する際のふるまいなどにもとづいて、
形容詞というカテゴリーをたてる（すなわち、
形容詞を他の動詞と区別する）ことは可能で
あること、そして一部の文法現象を説明する
ためにそれが有用であることを認めた。 
 なお、形容詞的な概念は接辞やクリティッ
クによっても表される。こうした表現と自立
語による表現との違いについても検討をおこ
なった。 
 名詞・動詞・形容詞以外の品詞分類につい
ても、どのような基準に基づいてどのような
品詞をたてるべきか検討した。特に、時間的
表現に関わる副詞的要素については、ひとつ
の品詞を立てることも考えられうるという
考察に至ったが、この点については原語テキ
ストの収集とそのなかでの副詞的な語の生
起をさらに研究する必要がある。 
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